
第３回板橋区公共交通会議

既存の公共交通の最大限の活用について

板橋区 都市整備部 都市計画課
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第３回板橋区公共交通会議

１ 板橋区の公共交通について

２ 今ある交通資源を、知ってもらう、使ってもらう

３ 不便なところ、利用しづらいところの改善と広報

４ 公共交通の利用環境の改善
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第３回板橋区公共交通会議

１板橋区の公共交通について

鉄道路線図

バス路線図
※「観光いたばしガイドマップ」より抜粋

電車もバスが密度高く運行され

一定の交通利便性のある板橋区。

その再認識と上手に利活用して

いくことが、都市部の交通戦略と

しての第一歩と考えます。
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第３回板橋区公共交通会議

１板橋区の公共交通について

① その存在は、広く知られているか？

・電車の認知は高い一方で、バスの認知は低め

⇒ 普通の「地図」に鉄道は描かれるが、バス路線が載ることは少ない（バス停は描かれることが多い）

⇒ 都心方向は主として鉄道が、環状方向はバスという都市構造。組み合わせて活用できれば便利さを実感できる

・隣駅のバスは、さらに認知が低くなる

⇒ 途中下車して、ぶらりと歩くと、街の様子が
良くわかる。地元の魅力発見との連動も

② 十分な活用がされているか？

・認知が低い中では限界がある

⇒ まずは、知ってもらうことから

・地元の生活を楽しむ流れを

地域の交通が受け止める機会

として活用も

⇒ 一日乗車券を活用する移動なども

※各交通事業者の路線図を参考に板橋区作成 3



第３回板橋区公共交通会議

１板橋区の公共交通について

③ 不便なところ、利用しづらいところの改善と広報

・キャッシュレス＆非接触の決済手段（交通系ＩＣカード）

⇒ サービス開始から２０年超、スマートフォンとの連携なども進み高機能化

・電車とバスの運行情報の入手しやすさ向上とその広報

⇒ 『いつでもどこでも、わかる、見える』が実現し、移動のストレスを軽減

・多方面へ移動できる駅・バス停（電車やバスの集まるポイント）

⇒ 便利な駅やバス停を上手に活用することで、不便を便利に

④公共交通の利用環境の改善

・バス待ち環境の改善

⇒ 歩道幅員の広い場所では、広告付き上屋

⇒ 〃 狭い場所では、隣接敷地の協力をいただきながらバス待ち環境の改善

・タクシー乗場社会実験の取り組み

⇒ 地域を走り抜ける「空車」のタクシーと、タクシーを利用したい人とのマッチングの実現

⇒ 出発地から駅まで、駅から目的地までの移動について、徒歩、バス、タクシーを上手に組み合わせられる環境の提供
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第３回板橋区公共交通会議

２今ある交通資源を、知ってもらう、使ってもらう

◇従来からの「紙媒体」と、身近になった「デジタル媒体」の両方

⇒ 幅広く情報を伝えていくことを目的に、様々な切り口でアプローチ

媒体

交通資源

紙媒体
紙＆デジタル

（ハイブリッド）
デジタル媒体

自宅付近 ①いたばしくらしガイド

＋

観光いたばしガイドマップ

最寄り駅
②駅の交通案内

＋

デジタルマップ

③区のホームページ

（お出かけできる駅の情報）

その他の駅

地域の「地図」に

鉄道路線と駅
＋

バス路線図

◇便利でお得な乗車券の情報も同時に発信
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第３回板橋区公共交通会議

２今ある交通資源を、知ってもらう、使ってもらう

①いたばしくらしガイド ＋ 観光いたばしガイドマップ（１）

「交通は外出の『手段』」であり、必要となる場面において上手に情報を提供しています。

⇒ ふだんの生活で“使える ”「多様な移動の方法」を認識してもらう

⇒ 増刷・改訂などの際に、情報のブラッシュアップも実施

通常の地図
（鉄道＋バス停）

バス路線図

（観光マップの地図面）

バス路線図

お得な
乗車券
情報（情報のブラッシュアップの例）

交通結節点である「要町駅」の追加記載 6



第３回板橋区公共交通会議

２今ある交通資源を、知ってもらう、使ってもらう

①いたばしくらしガイド ＋ 観光いたばしガイドマップ（２）

在住・在勤者・来訪者へ、様々な機会・場面を活用し、情報を届けています。

● スマートフォンアプリ「Yahoo!」の地域設定を「板橋区」としている方を対象に

プッシュ型の情報発信（右画面）

● 交通事業者の協力を得て、鉄道駅、バス車内、バス営業所での配布を実施

いたばしくらしガイド
２０２１年の発行時に全戸配布。
以降、転入者へ配布。

観光いたばしガイドマップ
区役所、区立施設での配架・配布のほか、
以下の手法でも配布を実施。

※Yahoo!アプリの板橋区ページより

東武東上線板橋区内全駅で配布（写真は上板橋駅） 国際興業バス車内での配布 7



第３回板橋区公共交通会議

２今ある交通資源を、知ってもらう、使ってもらう

②駅の交通案内 ＋ デジタルマップ（１）

ア）駅周辺の交通案内マップを、駅の掲示用として作成

イ）駅の協力を得て、構内各所に掲出

（自動券売機・駅周辺案内図に並べて掲出、

運行障害時のお知らせホワイトボードへ掲出など）

ウ）区ホームページからダウンロードができるようにし、

駅での案内等に活用できるカード（名刺大）を作成
自動券売機横での掲出

駅周辺案内図の横での掲出

駅での案内等で活用できる
「ご案内カード」

裏面は板橋区内で活用できる
一日乗車券の情報を記載 8



第３回板橋区公共交通会議

２今ある交通資源を、
知ってもらう、使ってもらう

②駅の交通案内 ＋ デジタルマップ（２）

エ）スマートフォンやタブレットに

ダウンロードしたマップは、

『デジタルマップ』として利用が可能

⇒作成上の工夫

・「バス停」と「近隣駅」に絞って作成

（情報を限定し、地図の目的を明確にする）

・バス系統名、行先のほか、運行頻度を記述

・経路途中の鉄道駅と概ねの所要時間を記載

⇒今後の見込み

・協力をいただいた駅に順次展開予定
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第３回板橋区公共交通会議

２今ある交通資源を、知ってもらう、使ってもらう

③区のホームページ（お出かけできる駅の情報）
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第３回板橋区公共交通会議

２今ある交通資源を、知ってもらう、使ってもらう

④各交通事業者の発売する一日乗車券

使ってみると“お得で便利な”一日乗車券。外出を誘う、外出のハードルを下げることを目指して、

各種の取組みにおいて、様々な形で情報提供を実施しています。

「観光いたばしガイドマップ」より抜粋

区ホームページに掲載のほか、
各種の取組みでの用紙余白に刷り込みなどで、

少しずつでも目にする機会を拡大
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第３回板橋区公共交通会議

３不便なところ、利用しづらいところの改善と広報

①キャッシュレス＆非接触の支払い（交通系ＩＣカード）

２００１年 Ｓｕｉｃａ サービス開始

２００７年 ＰＡＳＭＯ サービス開始

同時にＳｕｉｃａとの相互利用開始

２０１１年 スマートフォンによる「モバイルＳｕｉｃａ」サービス開始

２０１３年 交通系ＩＣカード 全国相互利用サービスの開始

２０２０年 スマートフォンによる「モバイルＰＡＳＭＯ」サービス開始

⇒ キャッシュレス＆非接触の支払い手段の１つとして、

運賃の支払い・精算だけでなく、物販の決済にも活用

※ Ｓｕｉｃａ・モバイルＳｕｉｃａは東日本旅客鉄道株式会社（ＪＲ東日本）の登録商標です。
※ ＰＡＳＭＯ・モバイルＰＡＳＭＯは株式会社パスモの登録商標です。
※ 参考：国土交通省「交通系ICカードの普及・利便性拡大に向けた検討会とりまとめ」平成27年７月

（２０２０年～ 新型コロナウイルスの国内感染拡大）

入金（チャージ）も

クレジットカードチャージや

オートチャージで

キャッシュレス＆非接触

ＪＲ特急券・グリーン券などの

チケットレスサービス、

各社のＩＣ一日乗車券など

多様なサービスが展開中

移動時の「支払い」をスムーズに行うツールとして、広く利用されています
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第３回板橋区公共交通会議

３不便なところ、利用しづらいところの改善と広報

②電車やバスの運行情報の入手しやすさ向上とその広報

【電車】

各鉄道事業者が公開している「スマートフォン用アプリ」から、駅の発車時刻、列車の走行位置、

現在の運行状況などが、リアルタイムで確認できます。

都営交通アプリ
（駅発車案内） （列車走行位置）

東武線アプリ
（駅発車案内） （列車走行位置）

東京メトロmy!アプリ
（列車走行位置）

発車時刻が、運行状況が

“どこからでもわかる ”
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第３回板橋区公共交通会議

３不便なところ、利用しづらいところの改善と広報

②電車やバスの運行情報の入手しやすさ向上とその広報

【バス】バスロケーションシステムの機能の強化

区内で運行する全ての路線バスで、スマートフォンからリアルタイム運行情報を取得できます。

＜例＞ 国際興業バス

各バス停に、右のステッカーが貼られ、

ＱＲコードをスマートフォンで読み込むと

右下段の画面が表示され、

・発車予定時刻（定刻）

・到着予定時刻

・現在のバスの位置

・地図上でバスの現在位置

などが確認できます。

スマートフォンで読み込み

「地図で確認」
を

タッチ

次に来るバスが “見える ”

※ ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です 14



第３回板橋区公共交通会議

３不便なところ、利用しづらいところの改善と広報

③多方面へ移動できる駅・バス停（電車やバスの集まるポイント）

区内には、電車やバスが集まり、多方面に移動できるポイントがいくつもあります。

便利なポイントを活用してもらうことも

スムーズに移動するために大事な視点と

考えています。

今後の公共交通利用促進の

取組みの中で、わかりやすく

広めていくことを検討して

いきます。

【多方面へ移動できる駅・バス停】

・成増 ・高島平

・東武練馬 ・志村三丁目

・ときわ台 ・板橋本町

・要町 ・徳丸西

徳丸西
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第３回板橋区公共交通会議

４公共交通の利用環境の改善

①広告付きバス停上屋・ベンチの整備協力

幹線道路などの歩道幅員の広いバス停で、区内の整備がスタートしました。

歩道幅員などの制約があることから、設置条件の整う場所での整備実現に協力していきます。

（下の写真は大山東町バス停（下り・高島平方面）。２０２２年４月下旬から供用開始。）
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第３回板橋区公共交通会議

４公共交通の利用環境の改善

②バス待ち環境の改善

歩道幅員の狭い場所では、バス停の隣接敷地の

協力をいただきながら、「バス待ち環境の改善」を

進めています。

【整備例（工事中）】

大谷橋バス停（下り）

区営住宅の改築に伴い、

バス停に隣接する部分に

「バス待ち空間とベンチ」

の整備を行います。

（２０２２年秋完成予定）

バス停（高島平操車場行き）
【 池20 池袋駅西口～高島平操車場 】

バス待ち空間
（防災ベンチ設置）
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第３回板橋区公共交通会議

４公共交通の利用環境の改善

③タクシー乗場整備社会実験

現在２か所で実験中

・令和３年～：前野町五丁目

・令和４年～：向原三丁目

※国土数値情報、バス事業者ホームページをもとに板橋区作成

１

２

左写真は、

向原三丁目タクシー乗場（コーシャハイム向原７号棟（サ高住）車寄せ）

東京都住宅供給公社の賃貸住宅団地「コーシャハイム向原」内に設置

したもの。以前から、この場所を目印にタクシーを予約・迎車で利用

する方も多かった場所であり、少しずつ、利用を重ねていただいて

います。
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